








長岡裕先生講演

LFPIが設立されたのが1997年4月であるが、私はもともと土木工学系の分野が活
動の場であったこともあり、実は設立当時の状況はほとんどわかっていない。私が本
会に加わったのは2003年で、当時、多少の交流があった松本代表幹事より会に加わっ
て活動を支援してくれないかというお話があり、ほぼ何もわからないままに技術委員
会のメンバーとなり、2004年に湘南国際村で開催された第2回のシンポジウムの実
行委員長を務めることとなったのが、私とLFPIとのかかわりの始まりである。当時の
会は設立から6年経過して組織も固まり、活動も軌道に乗っていた時期だったのであ
ろうが、私自身が、どちらかというと水環境、水道工学、下水道工学、水処理工学など

をキーワードとする学協会で活動し、目的から出発した集団の中にいたこともあり、液体清澄化という単位操
作を基本とした組織というのはとても新鮮なものに映ったことや、メンバーの活動行動がそれまでの私の常識
から逸脱するほどの情熱と発想の柔軟性を伴っていたことに驚きを感じていた。

その後のLFPIの発展は、設立当時からのメンバーの献身的な活動によるところが大きいと感じているが、そ
れにしても、LFPIがここまで大きな活動集団となって、社会からも高い評価を得られるようになった第一の要
因は、液体清澄化という多くの技術分野における基本的な単位操作について、小さいながらも最先端を行く技
術者集団であるという一点に尽きると考える。単に学術的な探求を行う科学者の集団でもなければ、ましてや、
特定の業界の親睦的な集まりであったりするものでもないLFPIが、科学技術の社会の中で評価されるのは、第
一にその技術的な高さでなければならないはずである。

LFPIは創設以来、液体清澄化における基本的な技術に関わって独自の視点からとりまとめた多くの優れた書
籍を発刊してきたし、講演会、講習会あるいは実験講座などを通じて、若い技術者の技術力向上にも貢献してき
ている。最近は、会員企業のリクルート活動にも関わるようになり、我が国の液体清澄化技術を支えている会員
企業の持続的発展にも寄与することを視野に入れている。これらの活動はいずれも、技術という視点から社会
に貢献しようという基本的なスタンスに基づくものであると考え、今後も継続しなければならない。と同時に、

LFPI の充実期と今後の展望
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これまでLFPIの活動の特徴の一つでもあった、独特の視点からとりまとめた技術関係書籍の発刊が少なくなっ
ていることも事実である。また、100社余りの会員企業がいるなかで、会の活動への参加が十分でない企業もい
ないわけではない。全ての会員企業がその得意分野で技術力を磨くための仕掛けをLFPIがつくり、その活動成
果を出版という形で社会に発信することが必要と考えてきたが、私が会長に就任してから、研究委員会の充実
という方針を掲げ、本年にはその成果として膜技術の事例集が発刊予定と聞いている。今後も、凝集沈殿ろ過、
生物処理他、多様な分野で活動が継続されるようであるが、ぜひとも多くの会員企業に積極的にご参加いただ
いて、各会員企業の技術力を伸ばしつつ、さらに会の持続的発展につながるような活動を続けていけることを願っ
ている。

会長　長岡　裕 （東京都市大学 教授）

【記念記事概要】 

LFPI設立20周年　記念行事
開催日時：	 2017年4月24日（月）14:00～17:00（交流会17:00～19:00 ）
場　　所：	 ヨコハマプラザホテル
参 加 者：	 61名
内　　容：	 講演① … 大矢晴彦 名誉顧問
	 講演② … 松本幹治 顧問
	 講演③ … 長岡　裕 会長	
	 委員会の活動報告 … 各委員長

　たくさんのご参加ありがとうございました。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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環境・エネルギー委員会主催見学講演会

【概 要】
テ ー マ：加賀百万石・金沢市の水処理施設・研究機関を訪ねる ─ 持続可能社会に向けた取り組み ─
開催日時：2017年5月26日 10：45～16：40（交流会 17：30～19：00 ）
場　　所：�「金沢市 末浄水場」と「金沢大学 サステナブルエネルギー研究センター （REST：Research Center

 for Sustainable Energy and Technology）」
参 加 者：12名

【目 的】
持続可能社会への取組みの情報習得、歴史と最先端が共存した省エネ型浄水場である金沢市末浄水場、地産

地消型のエネルギー変換・創成・再資源化をに取り組む金沢大学 サステナブルエネルギー研究センター（REST：
Research Center for Sustainable Energy and Technology／以降RESTと記載）で、循環型社会実現へ向け
ての取組み事例と研究成果に学ぶ。

【内 容】
1. 見学会
見学1 ）　末浄水場
①浄水施設

末浄水場は1930年5月に開設した金沢市最初の浄水施設であり、今も開設当時の緩速濾過方式（1932年完
成　4万m3/d）が、急速濾過方式（1965年完成　6.5万m3/d）と併用で運用されている。犀川ダムを水源とし、
浄水場の立地が山地に近いので、取水口との間に充分な水位差がある。このためポンプを必要とせず、自然流下
のみで採水できる。急速濾過池は一般的な凝集剤（PAC）での浄化である一方、緩速濾過池は生物膜で浄化され
ると考えられている。緩速濾過池は汚砂（表面が緑色）で閉塞するので、60日に1度濾層表面を人力で削り取っ
ている。機械油の混入を防止するため、重機は使用しない。削り取った濾砂は洗浄再利用しているとの事。
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②小水力発電
取水井との間に30mの水圧頭があり、その内の15 mを利用してインライン水車による水力発電を行っ

ている。発電出力は42kW（年間発電量約36万kW･h）で、末浄水場電気使用量の35％を賄っている。（年間
400万円削減）

③末浄水場園地
前庭、緩速沈澱池及び緩速濾過池が国指定名勝に指定（2010年）されており、末浄水場園地として開放され

ている。また、緩速系施設は登録有形文化財に登録（2001年）されている。緩速系施設で浄化した水は、「金沢
の水」の商品名でボトル販売もされている。

金沢の水（金沢市企業局HPより）
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見学2 ）	 金沢大学　サステナブルエネルギー研究センター（REST：Research Center for Sustainable 
Energy and Technology）

後述の講演1）で、センター長の三木理先生から「RESTの概要とバイオマスエネルギーについて」ご紹介戴き、
講演会終了後にバイオマスエネルギー部門の研究設備を見学した。

RESTは安全で持続可能なエネルギー生産技術による循環型社会を構築するためのグリーンイノベー
ションの核となる研究拠点として、2011 年 4 月 1 日に発足した。現在は「環境発電技術部門」、「大容量発
電技術部門」、「バイオマスエネルギー部門」の3部門体制であり、地産地消型のエネルギー効率的変換・創成・
再資源化を推進している。バイオエネルギー部門は3グループに分かれて「バイオマス由来のエネルギー
キャリア生産技術」、「バイオマスを利用した燃料電池による発電技術」、「水圏バイオマス生産技術」の研
究を行っている。

２．講演会　（場所：金沢大学　サステナブルエネルギー研究センター）
RESTのご紹介、REST研究テーマから2テーマ、自然科学研究科研究テーマから1テーマの計4件のご講演

を戴いた。

講演1 ） RESTの概要とバイオマスエネルギーについて
金沢大学 REST　三木　理 先生

RESTのご紹介。詳細は「見学会2 ） 金沢大学　サステナブルエネルギー研究センター」を参照。

講演2 ） 地域特産の藻場造成材を活用した輪島地区沿岸での藻場再生
金沢大学 REST　三木　理 先生

地産の材料を利用した、漁業資源回復／ブルーカーボンへの取り組みの成果につきご講演戴いた。能登半島
では、近年アワビなどの漁獲量が急速に減少している。原因は、カジメ属等の藻場の減少であり、輪島市では藻
場の再生活動が活発に行われている。カジメ属（商品名：かじめ）は能登半島では食用にも供され、更には炭素
固定効果が大きく、ブルーカーボン効果（海生生物による炭素固定効果）が期待できる。その一方で、多年生海藻
なので、その成長には時間がかかる。

本研究は、地産（地元発電所）の材料であるフライアッシュを含有し、やはり地産（北陸地域）の安山岩を骨材
とするポーラスコンクリートを岩礁として、カジメ類などの有用大型藻類の培養技術を確立することを目的と
する。この成果により藻場の再生、漁獲量回復、ブルーカーボン効果等が期待される。2013年度から4年間の
研究であり、本年度が最終年度である。

フライアッシュ含有ポーラスコンクリートは海藻の発芽や生育に適しており、フィールド実験（能登半島沿岸、
名舟漁港近海）でも実証されている。（1～3年目の海藻が付いている。4年目の海藻は流出してしまったらしい。）

講演3 ） クオラムセンシングに着目した膜分離活性汚泥法（MBR）におけるバイオファウリング形成機構の解明
金沢大学 REST　本多　了 先生

クオラムセンシング（QS）を利用した、膜（MBR）閉塞防止の研究につきご講演戴いた。QSとは、一部の真正
細菌に見られ、細胞間情報伝達物質により同種属の生息密度を感知し、それに応じて物質（EPS）の産出をコン
トロールする機構を言う。（報告者補足：同種属間での情報伝達でEPSを産出する点で、異種属を感知して産出
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される抗生物質とは区別される）QSを行うグラム陰性菌の多くは、情報伝達物質がAHL（N-アシル-L-ホモセリ
ンラクトン）類であり、その阻害物質としてバニリンがある。

本研究は、下記に着目して膜（MBR）ファウリング形成機構を解明し、QSを利用したファウリング防止法を
提案する事が目的である。

①	AHLが存在する環境と、AHLが阻害される環境とでのEPS成分変化
②	膜ファウリングの原因となるEPS種類
③	原因EPSが膜を閉塞させる機構

AHLと活性汚泥の性状の関係を確認したところ、AHLが多いと汚泥沈降性が悪化する事が判った。実際の下
水中でもQSの存在が判っており、EPS（バイオポリマー）組成に影響を及ぼしている。

膜ファウリングの原因となるEPS種類とその閉塞機構は下記と考えている。
・	不可逆ファウリング：Mw20～70kDa親水性バイオポリマー（膜の細孔内部に入り込む）
・	初期ファウリング：Mw100kDa以下の疎水性バイオポリマー（膜表面性状変化）

QSを利用して膜ファウリングを防止する手法としては、シグナル物質であるAHLを阻害または分解するこ
とで、閉塞EPSの生産を抑制すること等が考えられる。他にも、産生されるEPSに対応した膜を提案する等も考
えられるとの事。

講演4 ） 超臨界流体を利用した環境調和型プロセスの開発
金沢大学 自然科学研究科 物質科学専攻　田村 和弘 先生

超臨界流体を利用したプラスチックの染色に関する研究成果につきご講演戴いた。一般的な染色は、染料を
水などの溶媒に分散させ、それを布等に含浸させて乾燥する。乾燥には多くの熱エネルギーを必要とし、更には
排水中の染料の生毒性のために環境負荷が高い。一方、超臨界染色は、圧力を下げるだけで溶媒（CO2 ）がガス
化するので、乾燥不要で排水も出ない。省エネ効果はポリエステル系の染色を例とすると43％である。

超臨界染色用染料のスクリーニングには、染料の超臨界溶媒への溶解度データが必要である。現在、溶解度の
データベース化と、染料の溶解度予想を目的として研究している。アントラキノン系染料によるプラスチック
製ボタン染色をモデルケースとした研究成果では、分子構造と、既知の染料の溶解度データから、新たな染料の
溶解度の予測が可能との事。

他の超臨界関係の研究成果として、有機半導体材料、クマザサ中のポリフェノール抽出、医療用ナノコンポジッ
ト製造等への超臨界技術応用についてもご紹介戴いた。

三木 理 先生講演会 田村 和弘 先生
※本多先生のご講演は撮影禁止でしたので、写真はございません。ご了承ください。
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3．技術交流会（さかなや道場）
ご講演戴いた本多了先生、田村和弘先生をお招きし、金沢駅近くの「さかなや道場」にて技術交流会を開催した。

先生とご参加の皆様とで親睦を深めることができた。

4．お知らせ
1 ）金沢大学 REST　三木理先生から、展示会のご紹介がありました。

展示会；「イノベーション・ジャパン2017 」（東京ビックサイト）　　8月31日～9月1日
　大学見本市＆ビジネスマッチング～大学等、中小企業等が研究開発の成果を展示・発表
　金沢大学／RSETとして展示。

2 ）金沢大学 REST　本多了先生から、WET2017のご紹介がありました。
Water and Environment Technology Conference 2017（北海道大学）　 7月22日～23日
　金沢大学　RESTの学生さんが、研究成果を発表。

【所 感】
末浄水場では、途中で生憎と雨に降られたが、通常の見学コースではない場所にもご案内戴き有意義であった。

講演会では、金沢大学 RESTのご紹介の他、研究成果3件をご講演戴き、新規なアプローチについての貴重な知
見が得られた。見学会、講演会共に興味深いお話しを聞く事が出来、大変に有益な機会であった。三木理先生、
本多了先生、田村和弘先生、並びに末浄水場の皆様に深く感謝申し上げます。

〈報告者：三菱ケミカルアクア・ソリューションズ㈱　菊池　隆〉
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LFPI 2017年 技術者養成セミナー（関西開催）

【概 要】
テ ー マ：工業用フィルターの基礎から応用まで（実習付き）
開催日時：2017年6月2日 13：00～17：05（交流会 17：45～19：00 ）
場　　所：安積濾紙株式会社
参 加 者：20名

【目 的】
濾過・圧搾に関する基本理論を学ぶとともに、工業用フィルターの種類や素材、製法などについて知見を深める。
また、濾紙を用いた濾過実習により、実際の濾過工程について理解する。

【内 容】
講演1：濾過・圧搾の基礎理論 （大阪府立大学　岩田 政司 様）

濾過・圧搾の基礎理論として、濾過の種類や濾過のメカニズム、モデル化した際の理論式などについてご講演
頂いた。題にもあるように濾過理論が中心的な話題であり、定圧ケーク濾過の基本理論式としてRuthの定圧濾
過式が紹介され、他にも圧搾の基本理論（圧密方程式）や閉塞濾過理論のさまざまなモデル式をご紹介頂いた。

講演2：不織布フィルターの基礎について （ダイワボウプログレス㈱　和気坂 弘二 様）

不織布フィルターについてご講演頂いた。講演内容は不織布の製法や特徴、フィルターの基本性能などである。
実際の不織布素材の実物を回覧して頂き、製法の違いによる材質の差を実感することができた。また、フィルター
の基本性能である濾過精度や流量特性についても具体的な評価方法などを説明して頂いた。

講演3：不織布・膜フィルターの応用について （JNCフィルター㈱　川崎 真生 様）

JNCフィルター㈱で扱っている製品を中心に特徴・強みなどをご紹介頂いた。フィルター製造の様子や、表面
濾過・深層濾過の違いなどが写真で紹介され、視覚的に分かり易かった。また、JNCフィルター㈱では液晶パネ
ル用処理液のフィルターに注力しており、有機物溶出の極めて少ないPTFE製のフィルターもご紹介頂いた。

実習：濾紙濾過試験の実習 （安積濾紙㈱　白石 松太郎 様）

濾紙を使った液体の清澄化実習で、自然濾過・減圧濾過・加圧濾過の3種類について実験を行った。基本的な
濾紙の折り方や濾過方法の選定方法を教わり、濾紙の種類や濾過方法による違いについて実験した。実際に手
を動かし濾過の様子を観察できたことで、実務上の注意点や活用方法などについて理解を深めることができた。

【所 感】
濾過に関する基本的な理論から実際の濾紙・フィルター製品の詳細まで幅広い内容を講演頂き、さらに実際に手を

動かす実習もあり、有意義なセミナーであった。学んだ内容をしっかりと自分の中に消化し、糧にしていきたいと思う。

〈報告者：ユニチカ㈱　田中　潤〉
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講義の様子

大阪府立大学　岩田 政司 様

安積濾紙株式会社　白石 松太郎 様

減圧濾過実習の様子

JNC フィルター株式会社　川崎 真生 様

ダイワボウプログレス株式会社　和気坂 弘二 様

加圧濾過実習の様子
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出版物紹介

LFPI環境・エネルギー委員会では、環境・エネルギーに関する情報を収集し、見学会や講演会の企画運営を行っ
て参りました。これまでの企画を以下に記します。

講演会「洗浄縦横無尽」では、55名に及ぶ非常に多くの方に参加
頂き、洗浄に対する注目度の高さを実感致しました。洗浄や汚染対
策を行って、水処理装置の安定運転を実現することは、省資源、省
エネルギーに繋がります。そこで、環境・エネルギー委員会内にワー
キンググループを立ち上げて、横浜国立大学の中村一穂先生にも加
わって頂いて、水処理、濾過プロセスに携わる技術者や関係者のた
めの洗浄・防汚技術の参考書を編集することと致しました。こうして、
企画、編集に約1年半かかりましたが、多くの方々のご尽力のお陰で、
2017年4月24日のLFPI 20周年記念式典に合わせて、「水処理・濾
過プロセスにおける防汚と洗浄」を出版する運びとなりました。

会員の皆様方には、本冊子をお手に取って頂ければと存じます。
今後も、環境・エネルギー委員会の活動をご支援頂けますよう、よ
ろしくお願い致します。

「水処理・濾過プロセスにおける防汚と洗浄」（142貢）  定価2,000円
書籍の詳細内容（目次）、割引価格等につきましてはホームページに掲載しております。
是非、ご参照ください。

〈環境・エネルギー委員会 委員長：栗田工業㈱　川勝 孝博〉

「水処理・濾過プロセスにおける防汚と洗浄」について

1 ）	日本リファイン株式会社技術開発センター見学講演会（2011/05/24 ）
2 ）	八丈島の環境・エネルギー事情を訪ねて見学講演会（2012/03/01〜03 ）
3 ）	朝霞浄水場見学会（2012/8/3 ）
4 ）	青森県六ヶ所村閉鎖型生態系実験施設とエネルギー関連施設見学会	
（2013/08/07 ）

5 ）	筑波学園都市におけるバイオエネルギー関連の研究施設・	
大学の見学講演会 （2014/05/23 ）

6 ）	講演会「洗浄縦横無尽」の開催（2015/05/27 ）
7 ）	北九州海水淡水化施設見学講演会（2016/5/26 ）
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合同企業説明会 フェスティバルワーキング

委員会だより

産学共同委員会
大塚実業㈱　石原　健

　主な活動　

主に、春にリクルートイベントである合同企業説明を、秋は企業間のビジネスマッチングと、企業と学
生の交流を深める場としてフェスティバルを行っております。秋のフェスティバルでは、合同企業説明
会により多くの学生に参加して頂くための呼び水となるよう、水処理に関連する講演やワーキングを行っ
たりして、就職説明会では経験することがないような内容を検討し、趣向を凝らして活動しています。

　いま課題として取り組んでいる事　

合同企業説明会もフェスティバルも参加人数が集まらないと盛り上がりに欠けてしまいます。主な活
動にも書いておりますが、フェスティバルでは趣向を凝らして開催していますが、大幅に参加人数が増え
ないことが課題となっています。多くの企業様にご参加頂ければ、学生にももっと興味を示してもらえ
るものと考えております。是非とも会員企業の皆様にはご参加の協力を賜りますようお願い申し上げます。

　委員会PR　

イベントを通して会員企業の多くの皆様に出会えること、また、企業が抱えるリクルートの問題、ビジネ
ス上の問題を共有できることが魅力です。会議の後に、だいたい2次会が開催され、議論を重ねながら楽し
く活動していることも付け加えさせて頂きます。

SUMMER／2017 LFPI News Letter No.80
15

日本液体清澄化技術工業会



＜知っているとちょっとだけ役に立つこと＞
今回から、「つぶやき話」に技術的な内容を盛り込むようにとのご依頼がありましたので、たぶん、多くの読者

には興味がないであろうと思われる濾過の推進力について以下に「つぶやく」ことにいたします。
ご存知のように、液を濾すための推進力として①加圧力、②重力、③遠心力などが用いられます。これを小難

しく解説しますと次のようになります。
液体が流れるときには必ず、流れの運動エネルギーの一部が熱に変わります。これを「粘性消散（あるいは粘

性散逸）」と呼びますが、熱に変わった分を何かで補わないと流れが維持できません。粘性消散を①上流側の液
体の圧力仕事で補う濾過が加圧濾過、②上流側の液体が持つ（重力場の）位置エネルギーで補う濾過が重力濾過、
③上流側の液体が持つ（遠心場の）位置エネルギーで補う濾過が遠心濾過です。それぞれの濾過における濾過速
度は推進力／抵抗で表されます。加圧濾過の場合、［堆積物であるケークと濾材にかかる圧力差］／［ケークと濾
材の抵抗］となりますが、この分かり易い式に倣い、遠心濾過においても推進力を「遠心濾過圧」と表現し、濾過
速度＝［遠心濾過圧］／［ケークと濾材の抵抗］と書かれることがあります。しかしながら、遠心濾過圧と呼ばれ
る量は、正しくは、遠心機内の位置エネルギーの差を表したものであり、遠心濾過でできたケークの圧縮状態を
考える際には注意が必要です。

この図は、6月2日に関西地区で開催された「2017年技術者養成セミナー」で使用したものですが、バスケッ
ト型の遠心濾過器内の様子を表しています。左から清澄液、スラリー、濾過ケークが描かれています。図中のΔp
がいわゆる遠心濾過圧と呼ばれる液移動の推進力ですが、ケーク内の液圧p Lや固体圧縮圧力p Sの変化量とは
異なります。濾過速度を決定する重要なケーク特性である流動比抵抗は、破線で表されるp Sの分布に依存しま
すが、p Sの最大値p maxは一般にΔpの値とは一致しません。

こんなことを知っていて何の役に立つのかという声が聞こえてきそうですが、現象をより正確に理解したい
方には「たぶん」役に立つと思います。忙しい日々の業務の中でふと立ち止まり、液体清澄化装置の中で起こっ
ていることをじっくりと考えたいと思われた時には、大学に所属する協力会員にお声掛け下さい。知っている
事柄はそれほど多くは無いかも知れませんが、じっくり考えることを生業としていますので、ディスカッショ
ンのお相手にはなれると思います。

　　技術委員のつぶやき話（その29）
大阪府立大学　岩田 政司

SUMMER／2017 LFPI News Letter No.80
16

日本液体清澄化技術工業会



表 - １　蜜源植物
蜜源植物の種類

樹木 アカシア、シナ、トチ、ケイジョウ、ユーカリ、
マヌカ

牧草・緑肥作物 レンゲ、クローバー、アルファルファ

ハーブ・花 ローズマリー、ラベンダー、ミント、バラ

果物 りんご、みかん、オレンジ、レモン、ブルー
ベリー、ライチ、竜眼

農作物 ナタネ、ヒマワリ、そば、コーヒー、綿花、
クリ、フェンネル

（ ハチミツの種類 ）

広報委員会がちょっと調べてみました（その２）
情報アレコレ

第 6 回

●ハチミツの種類は何種類あるか？
蜜源となる植物は世界で約4000種、日本でも400種類

ほどになると言われています。蜜源植物の数だけ、ハチミ
ツの種類の数になるのですが、その中でも採取されるハチ
ミツの量が多く、日本国内で広く流通できるだけの量が採
れる蜜だけでも数十種類は知られていますが、世界中をもっ
と探せば、さらに多くのハチミツの種類があるはずです。

●単花蜜と百花蜜
ハチミツには、花の名前のついた「単花蜜」と、名前のつ

かない「百花蜜（雑蜜）」と呼ばれるハチミツがあります。
ミツバチは蜜の採れる花の咲くところへ蜜を集めに行

きます。花の蜜の量が豊富な場合や、ミツバチの巣箱の近
くに特定の種類の植物が群生している場合などの好条件
が揃ったとき、一種類の花の蜜の割合が増え「レンゲ蜜」や

「アカシア蜜」と言った、植物の名前がついた「単花蜜」と呼
ばれるハチミツになります。

条件が揃わないと、他の植物の蜜が混ざってしまい「百
花蜜」や「雑蜜」と呼ばれる複数の植物の蜜が混ざったハチ
ミツになってしまいます。

世界で流通しているハチミツについて、生産量の比較
的多い蜜源植物を以下に示します。（表-1 ）

ある程度の量が採取出来て、市場に流通するハチミツは、
農作物であったり、牧草や防風林として人間が栽培したり、
植樹して一か所に特定の植物が群生する土地で採取され
る事が多いです。逆に自然の草原や山林で採れるハチミ
ツは百花蜜になり易く、「単花蜜」が取れても量が少なく希
少になりがちです。

●代表的なはちみつ紹介
日本のスーパー等でも入手可能な（一部専門店や土産物

屋などで入手可能）代表的なはちみつを紹介します。

■レンゲ
◦色は淡色、味は淡泊でクセが無く、あっさりした上品

な甘さで、日本人に好まれる。また、どんな食べ物に
もよく合う。

◦日本国内では、水田の緑肥作物として用いられて来たが、
農業形態の変化や害虫の影響で近年は減少している。

■アカシア
◦色は淡黄色、味はあっさりしてクセが無い。
◦果糖の含有率高い為結晶しにくい。
◦アカシアの蜜は「ニセアカシア」と言う植物から採れる。

北米原産の植物で、鉄道の枕木や家畜のエサ、防風林、
街路樹等、様々な利用方法があったため、世界中に分
布が広がった。

■ナタネ
◦色は淡色、味や香りがやや強い。
◦ぶどう糖の含有量が多いため、結晶し易い。
◦油採取の為大量に植えられる事が多く、花の蜜の量も

多い植物であるため、流通量が多い。

■ミカン、レモン、オレンジ
◦色は淡色〜黄色で、香りが高く味は淡泊、かんきつ類

の蜜特有の酸味があるのが特徴。
◦香りが強いので、デザート等のアクセントにもなる。

■ソバ
◦色が黒く、味、臭いともに強烈、好みが分かれる。
◦ミネラルが豊富。
◦ソバは自家受粉では実が結実しない虫媒花（虫が媒介

して受粉する植物）であるため、花粉を媒介するミツバ
チが近くで飼育されていると、ソバの収穫量が増える。

■マヌカ
◦色は褐色で、薬の様な独特の風味がある。
◦美容に良いと言われていて人気があるが、希少価値が

高く非常に高価。また抗菌力が強いハチミツと言わ
れており、民間療法で用いられる事もある。

●おわりに
ひとえにハチミツと言っても蜜源となる植物の種類に

よって、その味や香りは千差万別です。専門店や土産物屋
では珍しい種類のハチミツを見る事ができますが、最近は
スーパーでも何種類もハチミツが売られていますので、味
の違いを楽しんでみてはいかがでしょうか？

〈㈱加藤美蜂園本舗　滝川　至〉
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社会人二年目となりました。当社は、半導体や製薬向けの超純水製造装置を設計、販売しております。その中
で分析センターは、お客様に納める装置が求められた水質を満たしているか評価する役割を担っています。

水に含まれる不純物には、微生物、金属元素、イオンなど様々なものがありますが、当分析センターではこの
ような分析項目ごとにチームに分かれ、それぞれの分析に特化した機器や方法を用いて分析を行っています。

現在、私はイオンチームに所属し、イオンクロマトグラフィを用いて陰イオンを分析しています。約5か月間
の研修では、イオンクロマトグラフィの基本原理、機器の使い方、標準液の調製などさまざまなことを学びました。
なかでも一番難しかったのが、クロマトグラムの波形処理です。標準液とサンプルで波形の取り方が違うと、濃
度も変わってしまい、報告値に直接影響してしまいます。しかし、波形の取り方はその時の機器の状態などによっ
て左右されるので、その点のノウハウを習得するのがとても大変でした。まだ学ぶことは沢山ありますが、よう
やく通常のサンプルであれば、分析〜報告値の算出まで一連の流れを一人で行うことができるようになりました。
会社に貢献できているという実感がわき、責任は増えましたがとてもやりがいを感じています。

また、周囲の影響を受けやすい超純水中に含まれる極微量な不純物を測定するにはさまざまな汚染防止技術
が必要です。納めた超純水製造装置から採取した水を分析センターに送り、その水を分析していますが、この過
程には採水容器、分析作業など汚染要因が多く存在し、一度汚染してしまうと正しい分析結果を得ることがで
きません。日常のサンプル分析のほかに、こういった汚染を防止する技術を確立することも分析センターの仕
事の一つです。さらに、こういった技術は作業者によって汚染度が変わらないよう手順の統一を図っています。
採水容器の洗浄ひとつとっても明確に手順化されており、品質を維持することへの意識の高さに、私自身配属
後とても驚きました。

まだまだ分析においても未熟な私ですが、将来的には分析の知識とつなげて装置設計の技術も習得していき
たいと考えています。装置設計の技術が習得できれば、前もってどんな不純物が出るかを予想し分析時に役立
てたり、分析という観点からどんな装置設計がよいか提案ができたり、より仕事の幅を広げ会社に貢献できる
と思います。

“�極微量分析の難しさ。�
分析者としての知識を高め、�
幅広く活躍していきたい。”

野村マイクロ・サイエンス株式会社

分析センター　大内 優美

  私た
ちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

新企画
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当社は、ハチミツ、ハチミツ加工品、果汁などの食品製造会社です。私は入社後、品質管理室に所属し、色・糖
度・水分を始めとしたハチミツの検査をしています。前職では植物油の検査をしていました。ハチミツは、植物
油と同じ食品ではありますが、特徴の違いにより驚いたことをご紹介します。

① 採取工場より受け入れるハチミツの結晶状態

植物油の結晶は、水分率、脂肪酸組成、保管温度により見られることはありますが、大量に見られることはあ
りませんでした。一方、ハチミツの採取工場より受け入れる結晶は、カチカチの固体状態、ドロドロのクリーム
状態、結晶と液体が2層に分かれた状態のものなどさまざまな結晶状態があり、採取方法や花粉の量、花の種類（ミ
ツバチが集める花蜜に含まれる糖の組成）、水分率などによって異なります。

② ハチミツの種類

スーパー等で売られている家庭用ハチミツは、純粋ハチミツがほとんどです（巣ハチミツと呼ばれる、蜜が入っ
た蜂の巣をそのまま切り出したものなど並んでいることも）。このため、純粋ハチミツしか種類が存在しないも
のだと思っていました。しかし業務用ハチミツとして、取引先の食品の特徴に合わせ加工したハチミツを製造
しているということを知りました。加工というと、ハチミツ以外の糖を加える悪いイメージを持っていましたが、
これまでのノウハウを活用・研究技術を元に付加価値を付けています。

具体的には、加工助剤を使用せず膜濾過工程を用いて、目的とする食品の邪魔になってしまう成分（菌・タン
パク等）を取り除く商品や、加熱により酵素を失活させる等の商品があります。

③ ハチミツの官能試験

植物油では、味というより風味を重視した試験をしていました。風味は、対象サンプルを口に入れて、息を口
から吸って鼻から出すという方法で、異臭がないか・酸化していないかを判断していました。ハチミツでは、風
味を含めた味の試験をします。各蜜源・各産地のハチミツの味の傾向を掴んだ官能試験員が蜜の種類と純度を
見極め、問題がないか判断をしています。社内に官能試験制度があり、合格すると官能試験員の一員として試験
ができます。私はまだそこまで至っておらず、見習い中の段階ですが、いろいろな種類を食べてみて判断できる
ようになりたいと思っています。

食品の種類、企業のレベルが異なる会社に勤めると、やることが大幅に異なることがわかりました。自社のこ
と・ハチミツのこと・試験方法・規格をまずよく理解し、信頼される技術者を目指して参ります。

“�奥深いハチミツと、�
特徴を捉えた検査方法に驚き”

富士工場 品質管理室　土井 真央

株式会社加藤美蜂園本舗
  私た

ちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

SUMMER／2017 LFPI News Letter No.80
19

日本液体清澄化技術工業会



記後集編
今年の春は桜の開花時期が遅く、めずらし

い鯉のぼりとのコラボを楽しむ事が出来ました。
今はさまざまな種類の紫陽花で癒されてお

ります。
今号は20周年記念特集記事や、新企画開始

と盛りだくさんです。
2年にわたり連載しました「ニュースレター

の名言集」は、いろいろな名言を再認識する事
ができ大変良い企画でした。今号から、広報
委員会で考案しました、新企画「私たちも頑
張ってます！～若手社員の仕事風景～」を開
始します。最近の若者達の考え方や情熱を皆
様にお伝えし新たな思考を取り入れていけた
らと思っております。

どうぞ、今後ともよろしくお願いいたします。

〈野村マイクロ・サイエンス㈱　吉田 知香〉
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